
後藤英一先生に初めてお目にかかったのは約30

年前,私がまだ高校 3年生の時で した。物理学科

から当時の電気試験所に入所 していた高校の先輩

につれられて,理学部一号館の研究室へ遊びに来

た時に, ニコニコと応対 して下さったのが後藤先

生で した。当時32歳のバ リバ リの研究者という感

じを受けたのを今でも覚えています。その 5年後,

縁あって物理教室の高橋・後藤研究室に進ませて

頂きました。指導教官は故高橋秀俊先生で したが
,

実際的な面では後藤先生にも大変お世話になりま

した。

そのころの研究室では,後藤先生が大学院生時

代に発明された論理素子であるパラメ トロンによ

る本格的な計算機であるPC-2の 構築の研究が

一段落 し,管理システムなどのソフ トウェアにつ

いての研究も始まっていました。後藤先生ご自身

は,米国ご留学中に解かれた一斉射撃の問題 (線

形セルオー トマ トンにおける大域同期の問題の一

つ)や,エ サキダイオー ドを直列にしたスイッチ

ング素子であるゴトーペアーの発明などで,すで

に国内 。国外における一線の研究者としてご活躍

を続けておられました。研究室の活動範囲も広 く
,

磁性薄膜を使った高速ワイヤメモ リの研究から
,

当時の素粒子論で話題となっていたクォークの探

索まで,精力的に研究を続けておられました。と

くにクォークについては,宇宙から飛来 したもの

が砂に含まれる鉄分に捕捉されやすいという理論

的な予測に基づいて,砂丘の砂を大量に用意 した

うえで,研究室で自作 した装置を使って探索を続

けておられました。理学部一号館の中庭に積み上

げられた大きな「砂丘」が今でも思い起こされま

す。

クォーク探索の例でもわかるように,後藤先生
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のお仕事には,他人があまり注意を払わない現象

などの中に,本質的かつ有用な要素を見定めたこ

とによる成果であるものが数多くあります。天才

的な研究者の「感Jと でも呼べるものなのだと思

います。たとえば, テレビジョン受像機の画面に

磁石を近付けると像が歪むことは誰でも知ってい

ます。 これは電子流の軌道が磁場で乱されるこ、と

による当然の現象です。 したがって, テレビ画面

の近 くには磁石や鉄製品は近付けてはいけないこ

とになっています。ところが,棒磁石のようなも

のを画面に垂直に近付けると,局所的な偏向磁場

が作 られ, その付近の画像が画面上で縮小される

のが観測できます。この事実に気づかれた後藤先

生は, これを利用 した超高精度のCRT(実 際に

は超高精度の偏向)の構想を立てられ,偏向コイ

ルの設計や収差計算などの基礎研究を経て,二重

偏向方式による超高精度 CRT(Double Deflec―

ion Tube)を誕生させました。

基本的なアイデアを得たらその目的のための基

礎研究から徹底的に行なうという, このような先

生のお仕事のやり方は,そ の後手掛けられて成果

を上げられた諸研究,具体的にはLispコ ンパイラ

やハッシュ法といったソフトウェア・アルゴリズ

ム関連の研究,記号処理のための計算機FLATS

の実現, さらには現在 もご継続中のジョセフソン

素子を基本とする量子磁束パラメ トロンの研究ま

で,み ごとに一貫 していらっしゃいます。1989年

にはDD Tubeな どの功績によって紫綬褒賞を受け

られています。

後藤先生の,研究活動に見 られるこのようなご

性格は,普段の学校生活においても遺憾なく発揮

されました。その例を一つご紹介 したいと思いま

す。東大紛争の時は理学部一号館も,比較的遅く
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